
前
まえだ

田　奏
かなた

汰ちゃん
1歳 2カ月（松尾台）

大
おおかわ

川　智
ち よ

与ちゃん
1歳 2カ月（つつじが丘）

　優しいお兄ちゃんが大
好きなちーちゃん。いつ
も笑顔の輝いている女性
になってくださいね。

　食べるの大好き！遊ぶ
の大好き！
　元気いっぱい、大きく
な～れ♪

イベント・催し
猪名川クリーン作戦
▶とき2月6日（土）午前10時～
（受付＝同9時30分～）▶とこ
ろ北野「北野橋」付近　▶持ち
物手袋・火バサミなど　▶問合
せ建設課（☎766－8705）

募　集
町営住宅の入居者
▶募集住宅の概要部屋＝202号
室（3ＬＤＫ、72.5㎡）、所在地
＝若葉1丁目50－1※特別に募集
する事故住宅です。あらかじめ
ご承知ください　▶募集期間1
月18日～同29日（土・日を除く）　
▶申込方法建設課、日生・六瀬
住民センターに備え付けの申請
書に必要事項を記入し、同課へ
持参（郵送不可）　▶問合せ建
設課（☎766－8705）
国際交流協会「英語でクッキン
グ」の参加者
▶とき2月7日（日）午前10時～
午後0時30時　▶ところ社会福
祉会館　▶内容オーストラリア
料理　▶講師カサンドラ・リー
クさん（町英語指導助手）　▶
参加費会員・非会員とも800円　
▶定員24人（多数抽選、会員優
先）　▶申込・問合せ1月22日ま
でに電話またはＦＡＸで住所・
氏名・電話番号を国際交流協会
事務局（コミュニティ課内☎
766―8783、ＦＡＸ767－2255）

第22回剣道大会の参加者
▶とき3月28日（日）午前10時
～　▶ところ文化体育館　▶参
加資格町内在住・在勤・在学お
よび協会員（協会が認めた団
体）※一般男子・女子の部への
参加は3段以下　▶参加費協会
員＝500円、協会未加入者＝700
円　▶申込・問合せ2月15日ま
でにＦＡＸまたは郵送で剣道協
会事務局（〒666－0252広根字
大谷上2－17井上利治宅、☎・
ＦＡＸ766－2004）
平成22年度県立障害者高等技
術専門学院生
▶科目・定員パソコンＮＣ科＝
6人、パソコンＣＡＤ科＝4人、
ビジュアルデザイン科＝6人、
情報サービス科＝3人　▶対象
身体に障害のある人（条件あり）　
▶募集期限2月9日　▶選考日2
月18日　▶申込・問合せ同学院
（☎078－927－3230）

講座・教室
元気アップ！エアロビクス教室
▶とき2月18日 ～ 3月25日 の 毎
週木曜日（全6回）午前10時15
分～同11時30分　▶ところ町Ｂ
＆Ｇ海洋センター　▶対象町内
在住・在勤の人　▶参加費1,800
円（保険料など）　▶持ち物運
動のできる服装・底が厚めの
シューズ・タオル・飲み物　▶
定員25人（多数抽選）　▶申込・
問合せ1月19日～ 2月2日までに
スポーツセンター、町Ｂ＆Ｇ
海洋センター、文化体育館、
中央公民館、日生・六瀬住民セ
ンター、生涯学習課に備え付け
の申込用紙に記入し、各窓口へ
提出、またはＦＡＸで体育協会

高額介護合算療養費の支給 平成 22年度市町交通災害共済に加入を！
　 年 額 500 円 の 掛 金 で 、 通 院 3 日 以 上 の 交 通 事 故 に よ
る 傷 害 ・ 死 亡 に 3 万 円 か ら 最 高 80 万 円 の 見 舞 金 が 支 払
わ れ ま す 。
自転車での転倒事故も対象
　 自 転 車 で の 単 独 転 倒 事
故 （ 公 道 に 限 る ） で あ っ
て も 、 3 日 以 上 通 院 す る
と 見 舞 金 支 払 い の 対 象 と
な り ま す 。
▶対象　 町 内 在 住・在 勤・
在 学 の 人
▶掛け金　 1 人 年 額 500 円
▶共 済 期 間　 平 成 22 年 4
月 1 日 〜 同 23 年 3 月 31 日
▶申込先　 自 治 会 で の 一 斉 加 入 、ま た は コ ミ ュ ニ テ ィ
課 、 日 生 ・ 六 瀬 住 民 セ ン タ ー 窓 口
　 問 い 合 わ せ は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 課 （☎766－8784） へ 。

見舞金一覧表

通院のみ
入院を含む
治療日数

見舞金

死亡 80 万円

61 日以上 31 日以上
5 万円～
70 万円

7 日以上 4 万円
3 日以上 3 万円

健康セミナーを開催
＜公民館講座＞心と体の健康づくり！

▶とき　上表のとおり（6回コース）　▶ところ　生涯学習
センターほか ▶受講料　無料　▶対象　町内在住・在勤の
18才以上の人　▶定員　先着30人
　申込み・問い合わせは、中央公民館（☎766－8432、ＦＡ
Ｘ766－8345）へ。

事務局（スポーツセンター内☎
768－2277・ＦＡＸ768－0269※
送信後、電話確認必要）
健康づくり講演会
▶とき2月20日（土）午後1時30
分～同3時　▶ところゆうあい
センター　▶内容おいしく食べ
て元気に！～若々しくなる栄
養と老ける栄養の違いとは!? ～　
▶講師林直哉さん（市立川西病
院管理栄養士）　▶対象町内在
住の高齢者とその家族　▶定員
20人程度　▶参加費無料　▶申
込・問合せ2月12日までに同セ
ンター（☎766－1200）
介護予防教室（転倒予防教室）
　理学療法士が、“日頃から家
庭でできる身体づくり術”を実
技をまじえて教えます！
▶とき1月30日（土）午後2時～
同3時30分　▶ところ天河草子　
▶定員30人程度　▶持ち物動き
やすい服装・上履き　▶参加費
無料　▶申込・問合せ天河草子
（☎765－2225）

お知らせ
小・中学校入学通知書の発送
　4月に小・中学校へ入学する
児童・生徒の保護者に入学通知
書を発送します。1月31日まで
に届かない場合は学校教育課ま
でご連絡ください。また、町立
学校以外の学校（私立学校な
ど）に入学する場合は、入学を
承諾する証明書・入学通知書・
印鑑を持参し、手続きをしてく
ださい。
▶問合せ同課（☎766―6000）
住基カードの取得を！
　住民基本台帳カードは、町が
交付するＩＣカードで、写真付
きタイプは、金融機関での口座
開設やパスポート申請時などに
身分証明書として利用できま
す。また、公的個人認証サービ
スの電子証明書を登録すると、
インターネットで所得税の確定
申告などの手続きができます。
なお、新規交付手数料は、平成
23年3月31日まで無料です。
▶問合せ住民生活課（☎766―
8700）
1月26日は文化財防火デー
　1月26日は、法隆寺金堂壁画
が消失した日（昭和24年）で、
この日を文化財防火デーと定め
ています。貴重な財産である文
化財を火災から守りましょう。
▶問合せ消 防 本 部（☎766―
0119）

回数 開催日 内容 講師

1回 2 月 20 日（土）臨床検査何でもＱ＆Ａ
丸中雅博さん（ベリ
タス病院検査科）

2 回 2 月 21 日（日）
慢性腎臓病と生活習慣
病の関係

井坂拓さん（井坂医
院医師）

3 回 3 月 7 日（日）
ストレス解消をして、
心と身体を癒す方法

松尾弥生さん（夢こ
らぼ主宰）

4 回 3 月 13 日（土）
音楽で心と身体を癒す
セラピー

天野晴子さん（日本
音楽療法学会認定音
楽療法士）

5 回 3 月 14 日（日）
用具を使った筋力アッ
プとストレッチ

阿部みどりさん（日
本 3 Ｂ体操協会公認
指導者）

6 回 3 月 21 日（日）
ハイキング（総合公園
～悠久の館～総合公園）

福岡利昭さん（猪名
川山岳会会員）

▲紙芝居
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学校支援地域本部事業の流れ
学校・園

学校支援地域本部

実行委員会
社会教育委員・学校長・ＰＴＡ会長などで構成

★学校支援に関する普及・啓発、事業評価・見直し
★学校支援ボランティアの養成と人材バンクの活用

地域コーディネーター
　退職教職員やＰＴＡ経験者など学校と地域の現状を
よく理解している人を生涯学習課に配置
★学校・園の依頼に応じたボランティアを探し、両者
の連絡・調整
★社会教育施設などの情報を収集し、学校・園に提供

学校支援ボランティア
　学習支援活動・環境整備・登下校安全確保・部活動指導
補助・合同行事開催など

学
校
支
援

協
力
依
頼
・
調
整

連絡・調整

▲植木鉢の植え替え

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

～学校支援地域本部事業～

▲登下校の見守り

問合せ
生
涯
学
習
課

☎
７
６
７
・
２
６
０
０

高額介護合算療養費自己負担限度額
後期高齢者医療
制度＋介護保険

被用者保険又は国保＋介護保険
70 ～ 74歳がいる世帯 70歳未満がいる世帯

上位所得者 67万円【89万円】67万円【89万円】 126万円【168万円】
一般 56万円【75万円】62万円（注）【75万円】67万円【89万円】
低所得者

（住民税非課税）
Ⅱ 31万円【41万円】31万円【41万円】 34万【45万円】
Ⅰ 19万円【25万円】19万円【25万円】

（注）Ｈ22.7までは56万円　※Ｈ20.4からＨ21.7までは【　】内の額を適用

　医療と介護の両方に自己負担額
（高額療養費等の支給がある場合は
支給後の額）があり、その合計額が
限度額を超えた場合、超えた金額を
高額介護合算療養費として支給しま
す。町国民健康保険および県後期高
齢者医療広域連合からは、平成20年
4月1日から21年7月31日までの計算
期間を通して医療・介護共に保険者

に変更がなかった人で、支給対象と
なる人に申請書を送付します。期間
内に保険者が変わった人（国保から
後期、社会保険から国保、転出入な
ど）には申請書の送付はありません
ので、対象と思われる場合は健康課
へ問い合わせください。
　 問 い 合 わ せ は、 健 康 課（☎766
−8781）へ。

■支援ボランティアの声■
　ボランティアを経験された人の声を紹介します。

★私達に生きがいを与えてくださって、本当に
感謝しています。ボランティアの仕事であんな
に人が喜んでくださること。いろんな人とのつ
ながりが増えてきました。おかげで地域の会合
にも進んで参加するようになりました。
　猪名川町に引っ越してきてよかった。いい人
達に出会えて、毎日が楽しいです。（阪神間か
ら引っ越してこられた年配のご夫婦）

★登校指導を長く続けてきました。「あの時の
おばちゃんの指導がありがたかった。感謝して
いる。」と、中学生になった子どもから手紙を
もらうことがあります。このボランティアを
やっててよかった、また続けようと元気が出ま
す。大事な子どもを私達がしっかり育てなけれ
ばと思っています。（交通安全協会　金賞部会
の女性）

＜３＞ 広　報　い ＜２＞平成２２年（2010年）１月１５日な　が　わ


